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黒色色素細胞の分化およびメラ=ン形成に関する組織化学
的研究
(主賓) (副査)
教授本城市次郎教授吉川秀男教授神谷宣郎
論文内容の要旨
( 1) 黒色色素細胞の組織分化と細胞内におけるメラニン果粒形成の過程を追求する目的で，両生類幼生
とニワトリ圧を材料とし，フエニールヂオ尿素 (PTC) による白色化，組織化学的手段および放射性ヨ
ードによる放射能写真法を用いておこなった研究をまとめた。
(2) PTC による白色化についてモリアオガエル， トノサマガエル，カスミサンショウウオの幼生を用
いて飼育，再生，外植の実験をおこなった。
i) O. 00l%PTC中で飼育した幼生は著しい白色化をおこしたが，通常の水にもどすと回復した。 PTC
幼生， 正常幼生ともにPTC中で再生した尾は着色せず， 正常水中で再生した尾は着色した。 PTC
-Holtfreter 液中で培養した神経板の外植片には黒色色素細胞がほとんど現われなかった。
i )組織標本を比較すると PTC 幼生に見出されるメラニン果粒は正常幼生にくらべて非常に少い
が，組織化学的に銀親和性反応をおとなわせると PTC 幼生の皮!曹にも黒色色素細胞のシルエットが
あらわれた。
iii) 皮膚巾の可溶性フエノール物質については性質， 含量ともに PTC 幼生，正常幼生のあいだに
有意の差はなかった。 PTC 幼生の皮膚のド、パメラナーゼ活性は正常幼生の皮膚の活性の%以下であっ
たが，通常の水にもどすとやがて正常幼生の活性とほぼ同じ値に回復した。
iv) 乙れらの実験結果から，著者は PTC による白色化は甲状腺を経ておこるものではなく， メラ
ニン形成にあずかる酵素系が in vivo に阻害された結果と考えた。また PTC 幼生の皮膚にも黒色色
素細胞は存在しているが.メラニン果粒が少いかまたはふくまれていないために銀親和性反応をおこな
わなければ見出し難いものと結論した。
(3) 両生類幼生の色素細胞に放射性ヨードが摂取されるという報告 (Dent & Hunt , 1952) を追試し，
きらにヨードがメラニン形成に関与しているか否かを確かめるため， PTC による臼色化とくみあわせ
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て放射性ヨードを摂取させる実験をおこなった。
i )“固定きれた"放射性ヨードは色素細胞に局在する乙とが放射能写真によって示されたが，蓄積さ
れたヨード量は細胞中にふくまれているメラニン量に平行し，メラニン形成がおこなわれているか否か
にはかかわらない乙とが知られた。
ii) “可溶性"の放射性ヨードは皮膚全体に一様に摂取されており，色素細胞のパターンにかかわらな
いこと，“固定された"ヨード量に比して“可溶性"ヨード量はきわめて多いことが知られた。
(4 )細胞内におけるメラニン果粒形成の過程をニワトリ怪の網膜色素細胞を材料として組織化学的に追
求した。
i) 銀親和性反応をお乙なう前後に撮影した同じ部分の顕微鏡写真 2 枚を比較することによって， メ
ラニン果粒の出現するまえに銀親和性果粒が存在することを見出した。
ii) この果粒はアルカリ牲溶液中では硝酸銀を還元できたが，酸性溶液中では還元できなかった。
iii) 現われる位置，大きさ，形状，性質からして， この果粒はメラニン果粒の前駆体であろうと著者
は考える。
( 5) 銀親和性反応を応用してモリアオガ、エルの正常幼生およびニワトリ怪において末成熟な色素細胞の
検出を試みた。
i )前者では皮膚の着色する 2 ， 3 日以前に表皮性黒色色素細胞が本来の位置に移動して来ているこ
とを知った。
ii) 後者では背部正中線付近にある黒色色素細胞がまず分化し，正中線から離れたところにある細胞
ほど分化の時期がおそいことを知った。
論文の審査結果の要旨
越田豊君の主論文は「黒色色素細胞の分化およびメラニン形成に関する組織化学的研究」と題するもの
で， 5 編から成っている。
第 1 編は，モリアオガ、エル， トノサマガエル，カスミサンショウウオなどの両生類幼生を材料として，
メラニン形成に対するフェニールチオ尿素 (PTC) の影響をしらべた研究である。 0.001% PTC 中で
飼育する幼生には顕著な白色化がみられるが， PTC-Holtfreter 液で培養した神経板の外植片も同様な
結果をあたえるから， PTC による白色化は甲状腺を経て起るものでなくて， メラニン形成にあずかる酵
素系が阻害されたためと考える。
第 2 編は第 1 編の続きであって， PTC中で飼育したモリアオガ、エル幼生について， 80~ぢエタノーJレ可
熔フェノール物質の定量と， ドーパメラナーゼ活性の測定ならびに皮膚の硝酸銀処理を行った実験を包含
している。フェノーノレ物質については有意の差を認めないが， ドーパメラナーゼ、活性はPTC処理のもの
が%以下に減少している。 また銀親和性反応によって PTC 処理幼生にも黒色色素細胞のシルエットがあ
らわれる。したがって PTC 処理は酵素的にメラニン形成を阻害するだけで，黒色色素細胞の形態分化に
はほとんど影響しないと推論される D
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第 3編は，放射性ヨーソ(131 1) を用いる放射能写真法により，黒色色素細胞におけるヨーソの摂取
を PTC の影響に関連させて取りあつかった研究で、ある口ヨーソの蓄積は細胞内のメラニン量に比例して
メラニン形成の過程に関係なく，また大部分のヨーソは可溶性で皮膚全体に一様に摂取され，小部分が蛋
白と結合して色素細胞に局在している(参考論文参照)。
第 4 編は，ニワトリ匪の網膜色素細胞を材料として，メラニン果粒形成の過程を追跡する上に，銀親和
性反応がどれほど有用であるかを検討した研究である。その結果，いわゆる銀親和性果粒をメラニン果粒
の前駆体と考えてよいと主張する。
第 5 編は第 4 編の知見にもとずいて，モリアオガエル幼生およびニワトリ匪の末成熟な黒色色素細胞を，
銀親和性反応によって検出しようと試みた研究である。モリアオガエルで、は皮膚が着色する 2 ， 3 目前に
表皮性色素細胞が本来の位置に移動してくると推定されるし，ニワトリ怪では色素細胞の分化が背部正中
線附近から次第に側面に及ぶことがわかる。
以上の研究は，形態学と生化学の方法をたくみに組合せて黒色色素細胞分化の過程を着実に追求したも
ので，とくに銀親和性反応の有用性について注目すべき成果を挙げている。博士の学位論文として十分に
価値あるものと認める。
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